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Influence of implant飢血ce ch鮮acteristics on soft tissue integration: a clinical
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(インプラント表面性状がSoft tissue integrationに及ぼす影響

-カニクイザルを用いた晦床的・組織学的研究-)

【研究の日的】

近年のインプラント治療では、インプラント周囲の歯肉敵組練に対して、天然歯と酷似した審美的

形億を獲得してこれを長期的に維持安定させるとともに、インプラント周囲炎等の感免に対する強い

抵抗性を有する組織とすることが要求されており、このためにインプラントと歯内政組練との結合、

すなわち"So食tissue integration"が必要であると考えられている。
一

本研究の目的は、サルを用いた動物実験によって、インプラントの2種類の異なる表面性状が``So免

tissue integration'に与える影響を検肘することである。

【方態).

6賓のオスのカニクイザル(生後77か月から87か月、平均齢81.3か月)を使用した。左右両側の

下顎第-小白歯を抜歯し、 6か月後、左右両側下額第一小臼歯欠挽部にフィクスチャーとアパットメ

ントー体型のワンピースインプラントを埋入した。インプラントはカラーの部分が租進化されたもの

(implants with rough collar: IRC)と、カラーの部分が繊械研磨により滑択化されたもの(implants with

machined smooth collar: IMSC)の2種類を用意した。すべてのカニクイザルに対して、左側下顎第一小

白歯欠損部にnCを1本埋入し、右側下額第一小田歯欠損部にIMSCを1本埋入した。臨床的評価と

して、埋人後Iか月、 3か月、 6か月、 l年の計4回、埋入したインプラントおよびすべての天然歯の

周囲骨肉の発赤、腫脹と歯肉退縮を評価し、プラーク掃数を計測した。組織学的評価として、イン

テント埋入l年後に動物を安楽死させ、組織標本を作盤して光学顕微鏡で観察を行った。

【結果】

評価期間を通じてIMSCとIRCを比較して、骨肉の弟赤、腫脹についてはIRCがIMSCよりも指数

が小さくなる傾向が認められたが、歯肉の菟轟、腫脹と歯内通縮、プラーク指数の3つの項目に関し

て、有意差は認められなかった。

インプラント周囲歯肉軟粗放の組織像において、王MSCとnCとを比較すると、インプラント周囲

骨肉の炎症細胞浸潤に著明な相違を辞め、 IMSCではJRCと比較して強い炎症所見が観察された。

インプラントと周囲歯肉軟組織との付着状態は通常、上皮性付着と結合粗雑性付着で構成される

が、 nCでは工MSCと比較して結合線撒性付着の比率が高い傾向を謬めた。舌側歯肉においてはnc

はMSCよりも結合組識性付着の比率が著明に高かった。また、親側歯肉においては有意蓋が確琵さ

れなかった。

(備考) 1.静文内容要旨は、研究の目的・方牡・結果・考療・結論の順に記載し、 2千字

程度でタイプ等で印字すること。

2.戎印の柵には記入しないこと。
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【考察】

これまでインプラントと周囲歯肉軟組紙とが接する部分の表面性状は、清掃性を考慮してプラーク

の付着しにくいn侶Cとすることが一般的であった。しかし、我々の臨床的評価においては、埋人後1

年間、有意差は諦められなかったものの、歯向の弟赤・胤腹はIRCがIMSCと比較して少ない僚向が

あり、 MSCの1本が実験開始Iか月でインプラント周囲炎のため脱落したことも考慮すると、 RCの

周囲歯肉軟組経が炎症に対する抵抗性を与えられている可能性のあることが示唆された。組織形態学

的親轟では、 IMSCとRCとの間にインプラント周囲歯肉の炎症細胞浸潤に著明な相違を認め、 tMSC

ではIRCと比較して強い炎症所見が観轟された。今回の臨床的、組織形態学的評価結果を検証する

と、醇床的および組織学的にIMSCに比べてIRCの周囲骨肉軟組織は炎症に対する抵抗性を獲得して

いる可能性のあることが示唆された.
′′

インプラント周囲の結合組線におけるコラーゲン線経の走行は、天然歯周囲のように歯軸(インプ

ラント長軸)に対して垂直な凄絶束が存在せず、歯軸(インプラント長軸)に対して平行な凄絶束が

存在するのみである。このため、インプラント周開骨肉軟組織の琴合叙細性付着では天然歯の場合と

同様の結合力を得ることはできないが、ある程度の結合力によって上皮の深部増殖に伴うインプラン

ト周囲の骨吸収を抑制することが知られている。本研究の組織学的評価の結果では、上皮性付着と結

合組織性付着の長さの合計はIRCとMSCとの間で有意差はなく同程度であり、上皮性付着と結合組

耗性付着の長さの合計に対する結合組織性付着の長さの比率は、頬昔側歯肉の平均借でnCがMSC

と比較して、有意差は認めないものの、結合組織性付着の長さの比率が高い頗向が認められた。さら

に、舌側昏肉のみで比較した場合は、この比率はIRCのほうが著明に高く(有意水準0.05%) 、 RC

がMSCよりも周囲政敵線と強い結合を有していると判断された。

【鰭輸】

インプラント周囲の臨床的な清掃性については、 mCとMSCとの間で著明な相違はなかった。ま

た、臨床的および組織学的にrRCの周囲骨肉軟紅肩肘ま炎症に対する抵抗性を獲得している可能性のあ

ることが示唆された。

インプラントと骨肉軟組織との結合、すなわち"So允tissue integration*については、 nCとIMSCとの

間で、晦床的に統計学的な有意差を認めることはなかったが、親戚学的には上皮性付着と結合組識性

付着の長さの合計に軒する結合組搬性付着の長さの比率は、 nCは高い傾向にあり、 IMSCに比べmC

は有効であることが示唆された。
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(学位論文審査の結果の要旨) (明朝体1 1ポイント、 6 00字以内で作成のこと。 )

この研究では、ヒトと類似した歯と周囲歯肉形態および歯列噴合状態を有する6頭のオスの

カ=タイザルを用いた動物実験によって、インプラントの2種類の異なる表面性状(粗造なも
のと滑択なもの)がインプラントと軟組織との結合、すなわち``Softtissue integration"に
与える影響について検討を行い、以下の点を明らかにした。

1)従来のインプラントでは、周囲軟組織と接する部位(カラー部)の表面性状については、

プラークの付着を増加させる可能性が懸念されて滑択化されてきた。しかし、この研究の結果
からは、カラー部の表面性状を粗面化してもプラークの付着や感染の菟生を高めることは無く、
むしろ粗面化によって周囲歯肉軟組織が炎症に対する抵抗性を獲得している可能性のあること
が示唆された。

2 )インプラントと周囲歯肉軟紅織との界面は、上皮性付着と結合組織性付着で構成される

が、カラー部の表面性状を粗造化したインプラントは、滑択化したインプラントと比較して、
結合組蝕性付着の比率が高い傾向が務められた。

°

以上の結果から、 Ksoft tissue integration　に対する粗造化された表面性状の有効性が示
唆された。

本論文は、歯科インプラントの表面性状と軟組織との結合について新しい知見を与えたもの
であり、最終試験として論文内容に関連した続開を受け合格したので、博士(医学)の学位論
文に値するものと琵められた。

(総字数596字)
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